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1. ［全国的動向］

多様性に応じた地域組織形態が求められている

2. ［基本的な考え方］

組織が変化するための鉄板プロセス

3. ［未来の取り組みから考えてみる］

住民の声をベースに課題解決の先行事例

4. ［ふりかえり］

発展ステップのふりかえり

5. ［ワークショップ］

未来を予測するグラフを作ろう



阪南市の⼈⼝動態
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Aちゃんの保護者
なら

どんな⾵に
考えますか︖
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⼦どもの⼈⼝↑これから⾼齢化

とある小学校の教室でこんなことがあったと、担任の先生から連絡がありました

すみません。Bちゃんが、たまたまAちゃんにぶつかって、
Aちゃんがケガしちゃったんです。
ちょっと、たんこぶができてしまいました。



「顔の⾒えない」関係だと、、、、
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Aちゃんママ 担任の先生 Bちゃんパパ

加害者はだれ？

担任の先生ちゃんと見てた
の？

(管理者責任問われるから)
休憩時間の遊びの中のでき
ごとであり

誰がやったかは教えられま
せん
→今後は休憩時間の遊びを
禁止します

子ども同士のトラブルなら

先生が、けんか両成敗してく
れたらいいのに、、、、

⼤⼈たちが普段の暮らしで顔を合わせ、⼀声かけあう関係を持っている
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Aちゃんママ 担任の先生
と

管理職

Bちゃんパパ

ああBちゃんですか、仕方
ないですねよね、

お互い様ですから気にし
ないでください

子どもは「人として育つ」とい
うことは、子どもたちがトラブ
ルを起こしたときに、そのトラ
ブルを自らの力で解決できる
ようになっていこと

そうでしたかー、じゃぁAさん
にも連絡しておきますね。
すみませんでしたね。
（Aちゃんで良かったー）

ごめんねで済むか、事件になるかは
「その前の」関係性できまる。
事件で付き合うのではなく、トータルに出会う場面をつくっていれるか、、、
子ども会の解散、地縁組織による機会が減り、顔が見えなくなっている



あなたの地域なら
どんな⾵に

対応できますか︖
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⼦どもの⼈⼝↓これから⾼齢化急加速

＊20年近く一人暮らし・団地の3階
＊2人息子や親族は関東に生活拠点・夫を早くに死別。
元々、腎臓も悪く、女手一つで子どもを育てる。
＊認知症がコロナ禍で急加速し
本人は「施設にはお世話にならない」
家族は関東に住んでいるため「無理強いできない」
最近、家で転倒。
鎖骨と、右足薬指にヒビが入り絶対安静になる。

「顔の⾒える」関係でも、、、本⼈の尊重と専⾨性の壁
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家族 ご本人 地域ボランティア

その日の深夜・・・
母親と再開
その後、手術を断念

① 近所のかかりつけ医に「心臓の検査を
したいから予約してほしい」と大きな病
院への予約を依頼する。

② 「鍵開けてくれー」「ちょっと待って」この
やりとりが30分続く。

③ ケアマネやヘルパーが車で、最初の発
見者の住民さんが待機する。しきりに
「腰とお腹が痛い」とおっしゃられる。

④ 病院を拒否、、、でも説得され病院に
⑤ 病院の診断では、腸が破裂し、便が出

て、細菌が悪さをしている。緊急手術
が必要との診断。

⑥ 手術を断念、深夜２４時半死亡

① 予約日が決まったことを伝えるために、
電話をしても出ない。同じ病院に通う
近所の住民さんに「見に行ってほしい」
と連絡が入る。

② インターホンや電話をしても出ない。
ケアマネさんに電話ベランダづたい
に入ることも想定して、隣の住民さ
んの鍵も預かる。

③ 待ちきれず、窓を割って侵入。トイ
レの前で倒れている住民さんを発見
する。「救急車よぶか？」という問
いにも「絶対呼ばないで」と答える
ため、ケアマネやヘルパーが車で、
最初の発見者の住民さんが待機する。



多様性に応じた地域組織形態が求められている

さいしょに
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２，これからの地域のあり⽅と現在の課題
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⽀援を受ける⼀⽅向の関係に多様で幅広い繋がり



２，これから〜地域⽣活から切り離されず、専⾨職だけで⽀えない︕
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近所のおすそ分け

⼀緒に体操
掃除の⼿伝い

近所でサロン

⼀緒に買い物

住⺠同⼠の助け合い

何か起きてからでは、専⾨家による⽀援しか受けられない
この状況へ危機意識を持つ地域では
特に⼤阪では分離型・協働型によるチャレンジが起きています
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出典 令和３年度地域運営組織の形成及び持続的な運営に
関する調査研究事業報告書
地域運営組織 分離型イメージを宝楽が編集

団地内惣菜屋さん 不動ヶ丘自治会福祉部ほっとらいふ

野菜移動販売 八百屋

自治会任意団体による生活支援

DIYのいえ（工務店による生活支援）

南花台モビリティ クルクル



中⼭間地域などの過疎地域において進む様々な
地域運営組織の組織形態の分類
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出典 地域の課題解決のための地域運営組織に関する有識者会議最終に報告書

14

地域運営組織とは︖

出典 令和３年度地域運営組織の形成及び持続的な運営に関する調査研究事業報告書



基本的な考え⽅ 全国的な動向
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持続可能な地域をつくるため、「地域デザイン」
（今後もその集落で暮らすために必要な、自ら動
くための見取り図）に基づき、地域住民自らが主
体となって、地域住民や地元事業体の話し合い
の下、それぞれの役割を明確にしながら、生活
サービスの提供や域外からの収入確保などの地
域課題の解決に向けた事業等について、多機能
型の取組を持続的に行うための組織の調査研究
が進められている。

共同体の機能の一層の低下、人口減少による地域の
持続への懸念などの近年の社会の変化や、地域の実
践において生まれつつある新しい価値観の萌
芽を踏まえ、今後の社会保障制度のあり方をどのよう
に考えていくかという、中長期的な観点も念頭に置きつ
つ 、 当面の課題として、平成 29 年介護保険法等改正
法の附則に規定される公布後３年（ 令和２ 年 ）の見直
し規定に基づく、市町村における包括的な支援体制の
全国的な整備を推進する方策にを検討する
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もう⼀つの全国レベルの⼤きな動き

出典 「地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の推進に関する検討会」（地域共生社会推進検討会）最終とりまとめ



⼀⽅で・・・国も専⾨家⽀援のあり⽅を根本的に⾒直す動きが出ています
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「地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の推進に関する検討会」（地域共生社会推進検討会）
第１回地域力強化検討会資料

住⺠参画のチャンスか︖それとも・・住⺠への丸投げか︖
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出典 「地域共生社会に向けた包括的
支援と多様な参加・協働の推進に関す
る検討会」（地域共生社会推進検討
会）最終とりまとめ



理想は理解できても・・・最終的には事業予算のあり⽅
先駆的な地域では事業と収⼊構造の多様化でチャレンジしています
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出典 令和３年度総務省調査（地域運営組織対象︓6,064団体が回答）

地域運営組織が収⼊源の第１位として選択した項⽬は、「市区町村からの補助⾦等」（62.1％）
が最も⾼い割合を占めている。

地域運営組織の収入源 収入構造の多様化例

秋田県横手市では、市内４地区（大森町保
呂羽地区・山内南郷地区・山内三又地区・増
田町狙半内地区）に共助組織が設立され、
地域住民の有志による「地域おたすけ隊」が
実働部隊として、高齢者世帯の屋根の雪下
ろしや買い物支援、見守りなどの生活支援
サービスを有償ボランティアで実施していま
す。

出典 平成２７年度暮らしを支える地域運営組織
に関する調査研究事業報告書

［参照］もっと事例を知りたい場合は・・・
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他地域の地域運営組織事例を学びたい 大阪でも進む地域運営組織に備えたノウハウ

持続可能な地域をつくるため、「地域デザイン」
（今後もその集落で暮らすために必要な、自ら動
くための見取り図）に基づき、多機能型の取組を
持続的に行うための組織の調査研究が進められ
ている。

大阪ええまちプロジェクトとは大阪府内のいろい
ろなまちで活躍する地域団体・NPOの課題解決
につながる、団体の運営基盤強化に役立つサ
ポートを提供されているプロジェクトです。

地域団体が抱える運営上の課題解決策のノウハ
ウ提供や、「先輩団体のアドバイス」実績を持つ
“先輩団体”が、地域団体のお悩みに個別に答え
ます。



チャンスです︕

やらないといけない状況はわかる・・・

しかし
取り組む順番がわからない

取り組むメンバーの顔も思いつかない

先⾏している地域からのケース事例を紹介します
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組織が変化するための鉄板プロセス
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ＳＴＥＰ１
意味を共有する

ＳＴＥＰ２
対話を促す

ＳＴＥＰ３
動機づける

ＳＴＥＰ４
学習する

ＳＴＥＰ５
循環をつくる

組織が変化するための５つのステップ

住⺠主体で取り組む組織は「なぜ」の共有
しなくちゃではなく「したい」を⽣み出すために
「地域の声」に向き合うことからはじまります

集合的知性という⾔葉があります。個々のメンバーが発する
潜在的に有益な意⾒やアイデアを、組織に受け⼊れるために
多様な⾓度での「共有」と「対話」からはじまります

近年モチベーション1.0「⽣理的動機」→3.0「内発的動機」
と⾔われるように、アンケート調査や組織内対話から、理想
未来をやってみたいを共有しコアメンバーを構成します

問題の発⾒ではなく、⾃治は「問題が⾃発的に共
有される」⽂化を作れるかです。そのために学び
治せる場、課題に気づける多様な主体の場が重要
です

失敗をNGにしない、冷気循
環であなく、暖気循環のよ
うな課題解決組織をめざす

良い組織をつくる（組織成立の三要素） 進化し続ける（学習する組織）
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地域住⺠の活動ステップ

出典 地域の課題解決のための地域運営組織に関する有識者会議最終に報告書

次世代を⾒据えた地域づくり〜地域における時間の使い⽅に変化を起こす

ポイント1

行事< 事業＝福祉＋経済

行事より事業という考え方
で、 福祉と地域内循環を
いかに作るか

時間を最大限に活用するた
めに、話す・調整するより、
現場で動く時間を！
年間スケジュールの見える
化と、会議の持ち方を考え
なおす。

地域運営組織の形成に向けて、地域では今、何ができていて・何ができていないかを確認して
みましょう。そして、これから何に取り組まなければならないかを整理します。

⾏事の棚卸し

ポイント２ ポイント３

会議の棚卸し 組織の棚卸し

会の数は役職数の数と同じ。
会・団体・地域自主組織の
見直しを、５年先、１０年
先の役員・住民のために
とって必要な事業の形と
は？
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これまでの地縁組織

自主防災組織

スポーツサークル

文化サークル

社会福祉 PTA 子ども会

子どもスポーツ

老人クラブ

女性グループ

自治会

目的型組織 テーマ型組織

交通安全

おおむね（小）学校区域で
多様な団体が併存

大阪南部の地域リーダーヒアリングを通
じて噴出する地域の課題
• 人口減少、高齢化が進んでおり、町
単位の作業要員不足や自治会費の縮
小により、自治会は形骸化しはじめ
ている

• 地域団体の活動は行政の上部団体活
動に合わせ縦割りで自立性を持ちに
くく、既存の事業継続のみの活動が
多い

• 各種団体のリーダー及び自治会単位
の役員は輪番制で、責任感に年毎に
差が出やすい

• 新しいことにチャレンジする気概が
起こりにくい

• 地域のことを話し合う場への参加意
識が低く、動員の結果“私ごと”とし
て捉える当事者意識が育ちにくい

小規模多機能自治への期待
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住⺠⾃治のプラットフォームこれまでの地縁組織

自主防災組織

スポーツサークル

文化サークル

社会福祉 PTA 子ども会

子どもスポーツ

老人クラブ

女性グループ

自治会

目的型組織 テーマ型組織

交通安全

おおむね（小）学校区域で
多様な団体が併存

地域のチカラを結集し、地域課題を解決する
（1人1票制）の体制構築をテーマに分かれ推進する

総会

事務局 会長
副会長
理事会監査機関

（監事）

生活支援部会

安全安心

健康維持部会

生活基盤部会

住
民
・
団
体

必要に応じ
⾏政各部署
専⾨機関
へつなぐ

地
域
#
困
%
&
'
(
応
*※参照

堺人口減少率

-21%

小規模多機能自治＝住民自治プラットフォーム支援



そのために生活必需サービスを少しづつ増やす（多機能化）

総会

事務局 会長
副会長
理事会監査機関

（監事）

地域の居場所部会

買い物環境支援部会

部会

部会

住
民
・
団
体

地
域
#
困
%
&
'
(
応
*

地域に、これから必要になる部会はどんな事業か︖を問いかけていく
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変化するためのおすすめプラン
【1年め】
準備

【2・3 年め】
導入

【4・5 年め】
展開および拡充

知
"
#
学
%

地域分析の実施→研修・勉強会（今回）
※課題によって行政を招いた勉強会

・市区町村内外の事例検討
・前後20 年の経緯・見通しの取りまとめ
・全住民アンケート

（継続し、経過を追いかける）
・全住民アンケートの分析会

同様の地域特徴を抱える
他市と推進する連合体を作
る

備
'
"

地域：できる改善から進める
自治拠点の検討

校区分析実施＋アイデア共有研修
（行事・会議・部会制など組織の棚
卸し）
行政：中長期基本方針策定
→小規模多機能自治推進に向けて

行政事務委託・移管の検討

ふりかえり・改善会議

育
)
"

アンケートによる担い手調査
→アンケートにて困りごと＋その解決能
力を持つ住民を発掘する

「○○円卓会議」開催（年3回程度継続）
→防災、福祉等テーマ・部会単位（若者
のチャレンジ支援施策と連動）

相互視察
→自慢大会で好事例発掘

合同研修
→人口・特性の似た校区で

勉強会や研修会を開催
「自慢大会」開催（年2回）

→市区町村内 全地域発表

業務や地域に必要な機能
別の研修
例）他地域と合同法人格研修
「自慢大会」開催（年2回）

→市区町村内 全地域発
表

①課題把握
②事業計画の整理
③資源の整理

③組織体制検討④事業と対象者整理⑤⼯夫を共有する
学び合いの会議の
場を儲ける

深める順番（逆から積み上げる）



協働のプロセスを⼤事した参加の階段

情報提供

相談

協議

関与

協働

権限付与

▶関係者にビ
ジョン・情報提
供

▶関係者の意見
や発想の収集

▶現状の課題解
決策づくり

▶支援プランの
決定・役割分担

▶地域づくりの
プロセスをチー
ムに任せる

コアメンバー

選定

コアメンバーに
よる検討会

住民ワーク
ショップによる新
しい発想・人材

中長期の目標と
単一目的プラン

作成

プランの決定、
実働の合意形

成

CASE１
地域の声の⾒える化 事例

全住⺠アンケートの次の⼀⼿の活⽤



CASE⑥ 住⺠の声✕地域の変化を⾒通す 『ほっとらいふ＠不動ケ丘』

⾼齢化率約44.9％、開発から４０年でも⾼齢化が加速。

将来の不安を⾒える化し、移動⽀援を開始する

l住宅開発から４０年

l⼈⼝ ６３２ ⼈

l世帯数 ２６８ 世帯

l⾼齢化率 ４４．９ ％
[平成２６年１２⽉３１⽇ 現在]

出典 槙塚台助け合いネットワーク

⽴上げ経緯
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４０年前 不動ヶ丘町 開発
（当時：子ども会 １００名以上）

H２４．９ 高齢化率が４０％に近づく
（現在：子ども会 ２０名程）

H２５．４ プロジェクトチーム立ち上げ
H２５．７ 住民アンケート調査

Ｈ25.7.6 「これからの私たちの交通を考える」ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ
H25.8 「地域交通を考える勉強会」スタート

数回の勉強会と富田林市交通会議の参加
H26．6 「モデル事業」に応募
H26.11 移送用軽自動車の無償貸与

（H27.3月まで）

H２６．３ ほっとらいふ設立承認
H２６．６ ほっとらいふ設立

５年以内に移動に
不安を抱える住⺠
割合５０％

⾃治会内
⾼齢者⽣活⽀援
プロジェクトチーム
設置

課題の⾒
通しと事
業の棚卸
し



事業内容 ７⼈のスタッフで運⽤
33

◇支援内容

１. 日常生活困りごと支援
・病院に行きたい ・買い物がしたい ・銀行や市役所へ行きたい
・粗大ゴミが重くて出せない ・テレビが映らない など

２. 憩いの場支援
・買い物ツアー ・朝市 ・フリーマーケット
・錦織公園散歩ツアー ・認知症予防講習会 など

３. IT支援
・携帯電話購入のお手伝い ・携帯電話の使い方講習
・携帯電話による安否確認 ・パソコン使用時の困りごと支援
・年賀状作成講習 など

34

朝市の風景

地場産の摂れたて新鮮な
野菜や果物がお買い得!!

送迎車とスタッフ

笑顔対応と安全運転を
心掛けています!!



利⽤者の声
35

◇日常生活での支援活動が始まり喜んでいます。今まで大変であっ
た買い物などが楽になり、様々な催し企画も楽しみに参加したい
です。不動ヶ丘町は住み心地よい町になってきました。（８６歳 女性）

◇病院（４か所）、郵便局、市役所、銀行、スーパーなど外出時に、
お世話になり助かっています。ほっとらいふが出来る前は、先の事
を思うと心細く不安でいっぱいでした。今は安心な生活ができるこ
との感謝しています。（７８歳 女性）

◇最近私たちのまわりの空気がとても暖かいものとなり、高齢者で
ある私たちが安心して穏やかに毎日が暮らせるようになりました。
単身の高齢者は、お荷物で厄介な存在として扱われることが多
かったのですが、このプロジェクトを立ち上げていただいて地域の
一員としての存在感が持てて、本当に心から嬉しく感謝しておりま
す。（７８ 女性）

CASE２
複数の活動を仕組み化している事例



地域福祉✕地域の市⺠⼒ 地域⾃主組織 躍動と安らぎの⾥づくり鍋⼭

⾏事を⽌めて、事業を作り雇⽤を⽣み出しながら

⾒守りを仕組み化︕

安⼼安全⾒守り事業として、「まなか君の⽔道検針」

l社会課題

□独居⽼⼈の増加

□⾏政の財政逼迫

出典 総務省 地域⼒創造グループHP
http://www.chiikinogennki.soumu.go.jp/jirei/shimane/32209/2014-0728-1932-1338.html

２，⽇本平均３０年早く後期⾼齢者が⼈⼝のメインになっている地域では

38

島根県雲南市 阪南市



アンケートの設計から当事者の声に⽿を傾ける

40

地域の声に気づく

▼
声を集める混ぜる
（アンケート）

住民の「大切！」の
ギャップに気づく

▼
声を地域の問いにする

（分析）
どの世代に課題が多いか？



なぜアンケート調査は重要課︖
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実施する順番▶ ▶ ▶

調べる 伝える 話す 動かす

◀ ◀ ◀考える順番

【仮説】
①何をすべきか
＆何が動く理由になるか

【流れ】
②そのためには、誰が
何をはなすべきか

【事実】
③そのためには、誰の
どの事実を伝える︖

【調査】
④そのためには何を
誰と調べるか
※設問づくり

調べるためでなく、地域の声を引き出すために、地域の声に気づき、声を集める混ぜて、判断
材料を得るために行うことが重要です。

「満⾜度-重要度」=住⺠の「⼤切︕」ギャップはどこに︖
年齢別 10-

20
30-
50

60
+
老若
差

丸数字青「若高老低」赤「若低老高」

結婚対策 -25 -39 -45 ① +21

地域の付き合い -35 -40 -18③ -17不安・悩みの相談 -33 -42 -32 ④ -1

草刈り・河川清掃 -43 -48 -32 -11子どもの安全 -28 -50 -26 ⑤ -2

美化・保全・清掃 -36 -37 -22⑤ -14相談できる人・場 -37 -49 -28 -9

消防・防災 -45 -55 -38 -7保護者同士の交流 -26 -35 -22 -4

防犯 -57 -73 -45 -12農地・山林維持管理 -28 -46 -39 ② +12

広場の維持管理 -38 -45 -31 -7農林業・特産物振興 -27 -39 -29 ③ +2

まつり・イベント -16 -13 +3② -19地域での収益事業 -26 -26 -22 -4

広報 -9 -8 -1 -8生涯学習 -23 -21 -19 -4

敬老・子ども等行事 -20 -18 +6 ① -25スポーツ -15 -10 -7 -7

健康体操・講座 -17 -16 -7 -10全町スポーツ大会 -9 -5 -2 -7

高齢者支援 -40 -50 -23 ④ -16歴史・文化 保全活用 -22 -25 -15 -7

障害者支援 -43 -55 -34 -9伝統文化・芸能継承 -20 -30 -12 -8

「満足度-重要度」の差の大きい項目

10-20代 ①防犯（-57） ②消防・防災（-45） ③清掃、障害者（-43） ⑤高齢者（-40）

30-50代 ①防犯（-73） ②消防・防災、
障害者（-55）

④子どもの安全、高齢者支援
（-50）

⑤相談相手・場
（-49）

60代以上
①結婚、
防犯（-45）

③農地・山林管理
（-39）

④消防・防災
（-38） ⑤障害者（-34）



住⺠の「思っている」ことと、やっていることのギャップが・・・

43

①防犯
②消防・防災、障害者
③⼦どもの安全
④相談相⼿・場

①結婚
②農地・⼭林管理
③消防・防災①防犯

②⾼齢者
③消防・防災
④清掃、障害者

44

地域の声から⽣まれている地域運営組織の事業

ガソリンスタンド 業務委託と施設管理 ⽔道検針×健康づくり

生桑振興会では、設立以来、地域住民
が相互に助け合う「地域福祉活動」、情
報を共有し地域のつながりを高める「広
報活動」、安全安心な地域づくりに向け
た「防犯・防災活動」、連帯感の向上と
コミュニティ活動の活性化に向けた「地
域交流イベント」などの取り組みを行っ
ている。

生桑地域には、ＪＡが直営するガソリン
スタンドと日用品店舗があったが、平成
12年に撤退。しかしながら、地下のガソ
リンタンクの老朽化により更新が必要と
なった際に、費用負担が課題となり、平
成24年2月末に閉鎖されることになった。
ガソリンスタンドと店舗の閉鎖は、特に
高齢者の生活に支障を来すことになる
ことから、生桑振興会では、地域全体
の課題として、「存続」、「閉鎖受入」に
向けての議論を行い、その結果、平成
23年6月に、振興会がガソリンスタンドと
店舗の施設を整備することを決定し、
平成24年1月にガソリンスタンドと店舗
の複合施設である「ふれあい市」を開店
するとともに、燃料（灯油・軽油）の配達
も開始した。

深見ふかみ地区まちづくり協議会では、

第１は、「草刈業務」である。従来は市
が業者に発注していたものを協議会で
受けることにしたもの。委託料の３割を
協議会の活動資金に充て、残りの７割
を草刈参加者の日当に充てている。自
宅付近の広域農道を、日当を得て自ら
草刈をするということで、住民は協力的
になっている。 第２は、「施設管理・域

学連携事業」である。市町合併の前に３
つの中学校が統合され、その廃校舎を
協議会の活動拠点としつつ、指定管理
業務を受託している。この施設の中に
は、大分大学のサテライトラボがあり、
宿泊可能にもなっている。 第３は、「地

域振興事業」として、この施設を活用し
た料理教室を始めとする各種講習会等
を開催している。当初は外部から講師
を招き、受講料も無料としていたが、現
在は、地域内の有償ボランティアによる
講習会を開催し、受講料も500円とする
ことで、自己資金の確保と地域の経済
循環が図られている。

月1回、家々を訪ねる水道検針員が端
末機から出力された紙を持って玄関に
回り、「まめなかねえ（お元気ですか）」
と家人に声を掛ける。同地区の住民た
ちによる地域自主組織「躍動と安らぎの
里づくり鍋山」（略称「躍動鍋山」）が
2012年4月から行っている「まめなか君
の水道検針事業」だ。

事業は市から受託した検針業務だけ
でなく、災害発生時に支援を必要とする
高齢者への、日ごろの見守りを兼ねて
いるところがミソ。むしろ後者が主たる
目的だ。
14年度時点で、地区には420戸、約

1500人が暮らしており、4割弱の約540
人が65歳以上。そのうち約30人が要支
援者として登録されている。要支援者
のなかには、水道を引かず井戸水や谷
川からの水だけで生活している人もい
る。躍動鍋山が職員として雇っている検
針員は、そんな水道メーターのない家
も訪問し、声を掛けていく。



組織の変化イメージ

組
織
の
成
熟
度

高齢者率
→高齢者の生活支援事業で安心確保子ども対象行事で交流促進← 

ニーズ把握（全住民調査：重要度・満足度、困りごと+できること）
現状+見通し(人口構成)

体制の見直し 部会化→ 継続的な再編
地域自治拠点確保 (公民館など)→地域主体の運営に

組織の変化イメージ

組
織
の
成
熟
度

高齢者率
→高齢者の生活支援事業で安心確保子ども対象行事で交流促進← 

ニーズ把握（全住民調査：重要度・満足度、困りごと+できること）
現状+見通し(人口構成)

体制の見直し 部会化→ 継続的な再編
地域自治拠点確保 (公民館など)→地域主体の運営に

健康づくり(定期開催) →データ収集→専門家支援・連携
寄り合い・サロン→健康づくり・買物支援と連動
買い物支援(移動販売業者) →地域内循環(地産品販売)

見守り(他の業務と連携)→配食子ども対象活動を地域参加へ

防犯・交通安全活動
防災活動（図上演習・避難所運営訓練→要支援者支援)

定住受け入れ(視察)→住宅・職業紹介→空家片付け支援
SNS活用

伝統芸能・文化活動（子どもへの継承）→負担を下げ継続(開催頻度)



組織の変化イメージ

組
織
の
成
熟
度

高齢者率
→高齢者の生活支援事業で安心確保子ども対象行事で交流促進← 

ニーズ把握（全住民調査：重要度・満足度、困りごと+できること）
現状+見通し(人口構成)

体制の見直し 部会化→ 継続的な再編
地域自治拠点確保 (公民館など)→地域主体の運営に

健康づくり(定期開催) →データ収集→専門家支援・連携
寄り合い・サロン→健康づくり・買物支援と連動
買い物支援(移動販売業者) →地域内循環(地産品販売)

見守り(他の業務と連携)→配食子ども対象活動を地域参加へ

防犯・交通安全活動
防災活動（図上演習・避難所運営訓練→要支援者支援)

定住受け入れ(視察)→住宅・職業紹介→空家片付け支援
SNS活用

伝統芸能・文化活動（子どもへの継承）→負担を下げ継続(開催頻度)

事業受託(郵便等配達、水道検針)→行政事務代行
公共サービス受託(指定管理、草刈り、ごみ収集)

エネルギー自給率向上(太陽光→木質など)

CASE３
地域の声の⾒える化×コミュニティビジネス開発

事例

全住⺠アンケートの次の⼀⼿の活⽤と、
住⺠主体の巻き込み事例
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本棚を作るところからスタート

何もなかった本棚

↓

住⼈さんからの寄贈
（5ヶ⽉）200冊集まる

↓

（現在）500冊ぐらい
まだまだ増え続けています︕
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としょかんの⽇常 ある⽇の1⽇

10時 開館

⼿仕事︓
⼦育てママ・団地住⼈さんで裁縫が得意な⽅

12時 休憩

13時 再開

ちゃやカフェ︓近所のお姉様⽅（団地住⼈）
⼿淹れコーヒーを⽚⼿によもやま話

15時 下校時間
⼩学⽣たちが「ただいまー」と寄って家に帰る

⼦ども時間︓
宿題・本を読む・ゲーム等

17時 閉館 閉館前にみんなで掃き掃除



空きストック活用型居場所

▶住民の得意を持ち寄るコミュニティ

0円マーケット「まだ使えるのに捨てるのはもったいない」
目的

旧住民と新住民や、世代が違う
人同士が出会う場をつくる

収納に限界＋⼈⽣を重ねると価値も変化 = シェア



地域メディアを住⺠さんの得意で作成→みんなでポスティング

オトナカイギ→持ち寄り晩ごはん会
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ワイワイご飯を食べながらお話
しし、
・アンケート記入について
・住人Maｐについて
・こども会について
課題や視点を共有

話し合えば、いろいろなアイデ
ア、視点が出てきます。
よりよい、住人さんにとって住み
よい街になるよう、
コミュニケーションってやっぱり
大切。

いつもの晩御飯＋ ⼀緒にたべる= ごちそう



民生福祉委員

民生児童委員

⾼齢者・⼦育て世代を取り巻く⽣活環境を⽀える事業

57

⽣きがい 課題解決

７５〜１００歳

２０４０代対象

認知症カフェ(定期開催)

いきいき体操(定期開催)

寄り合い
サロン
(定期開催)

老人会(U2)
各種サークル
(花壇部etc）

介
護
サ
ー
ビ
ス(

制
度)見守り活動

茶
山
台
居
場
所
事
業

⾷を通じた

コミュニティ⽀援

- 1 - 
 

―世帯主の方またはそれに代わる代表者がご回答くださいー 

  茶 山 台 団 地 「 暮 ら し に 」 関 す る ア ン ケ ー ト 

【ご家族様について】

入居の皆様の家族等について              

ご入居の皆様の世帯主からみた家族等につ

いてお伺いします。     

問 1.世帯主さまの年齢をお答えください。 

（あてはまるものに〇をしてください） 

1. 20～30 代  

2. 40 代 

3. 50 代 

4. 60 代 

5. 70 代以上 

問 2. 世帯主さまの性別をお答えください。 

1.男 

2.女 

 

問 3.ご家族の人数をご記入ください。 

          名 

                                      

 問 4.家族構成についてお伺いします。 

問4-1.現在同居されているご家族の構成を 

お答えください。 

（あてはまるものに〇をしてください） 

1. 単身世帯 

2. 夫婦のみ世帯 

3. 二世帯同居 

（住宅の名義人と子の同居） 

4. 二世帯同居 

（住宅の名義人と子親世帯の同居） 

5. 三世帯同居 

6.その他 具体的に（         ） 

 

問 4-2.お子様がおられる場合   に人

数をご記入ください 

1. 3 歳未満          人  

2. 3～6 歳           人 

3. 7 歳～12 歳            人 

4. 13 歳～15 歳           人 

5. 16 歳～22 歳           人 

6. 22 歳から 39 歳        人 

7. 40 歳以上          人 

 

問 5.  

  介護が必要な方がいらっしゃる場合は人 

数をお書きください。     人 

                            

お住まいについて 

以前のお住まいと現在のお住まいについて

お伺いします。 

あてはまるものに〇をしてください。 

問 6. 茶山台団地にはどれくらいお住まい

ですか 

1.  1 年未満   

2.  1～10 年   

3.  10～20 年 

4.  20～30 年 

5.  30 年以上 

 

問7.茶山台団地にご入居前はどちらにお住

まいでしたか 

1. 公社の茶山台  

2. 泉北ニュータウン（公社団地以外） 

3. 堺市内  

4. 大阪府内  

5. 近畿圏内  

6. 5 以外の地域（          ） 

7. 国外 

 

問8.茶山台団地に入居した理由を以下から

お選びください 

1. 結婚した  

2. 家族が増えた  

3. 以前の住まいが手狭になった  

4. 転勤になった  

5. その他 

 

問9.現在お住いの住戸の階数をお答えくだ

さい。 

1. 1 階          4. 4 階 

2. 2 階      5. 5 階 

3. 3 階    



団地で起きている、いびつなコミュニティ形成状況

▶長く暮らす住民と短期間の居住の住民で断絶が起きている

1～10年
1～10年
Or

11～20年
31年以上 31年以上

20 ～30代 40代 50・60代 70代～

「暮らし」に関するアンケート調査結果2018年より(n=249)
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暮らしの中で重要度が高いのに満足度が低い困りごとを探ると・・

▶介護サービスで満たされない生活支援と
子育て世帯が生活支援の声が多いことがわかった

▶世代とライフサイクルごとにニーズが対立する

①病児保育働き⽅⽀援
②⼦育て相談
③⼦どもの居場所

①移動⽀援
②防災活動
③買い物⽀援

①防災活動
②相談の場
③⼦どもの居場所
③地域の⾒守り

「⽣活する上での困っていること」「暮らし」に関するアンケート調査結果2018年より(n=249)

20-30代40・50代 60代～







「⽇本⼀、多様な幸せを実現できる団地にしたい！」
↓
3年後のゴール：ソーシャル団地を⽣み出す。
ソーシャルビジネス・課題解決事業が⼊居し、
団地で起こる様々な課題に
“みんなのアイデア”で解決していく場所を作る。

柱１

団地専属コミュニティ
ワーカー配置

柱２

担い手育成

（地域の自治力を高め
る・後期高齢者の
見守り等）

柱３

ソーシャル団地
整備事業

「NPO法⼈団地ライフラボ＠茶⼭台」
↓

メンバー

代表理事 Iさん

公社茶山台団地2丁1番・2番子ども会会
長
若松台中学校PTA会長
社会福祉法人 障がい者支援施設 施設
長

理事 Nさん 社会福祉士・ケアマネ資格保有者
（現在は子育て中）

理事 Jさん 設計事務所 職員
建築士の卵

理事 Mさん 整理整頓プロ（SNS・フォロワー1万）
（UR在住・現在は幼稚園に勤務）

監事 Yさん 社会福祉法人 高齢者施設
施設長

メンバー Nさん 看護師
（コミュニティナースに興味あり）



1年目
（第１ステップ）

やってみる
↓
課題の洗い出し

●新しい組織の立ち上げ「NPO法人団地ライフラボ＠茶山台」
●やまわけキッチン隣の空室の有効活用。
■まちかど保健室の設置

→団地に住む後期高齢者実態調査
→高齢者見守りチーム結成（ICTの活用）
団地専属のコミュニティワーカー配置

■「住む」「暮らす」「食べる」について、支え合う場を作る。
●茶山台としょかんに集う子どもたちから見える、必要な居場所について検討。
●自治会の担いきれない部分のサポート

2年目
（第２ステップ）
課題の整理
↓
提案

●ソーシャル団地の課題の整理→提案
必要なパートナーについての検討
●「緩やかなつながり」を作るための場の検討。
具体的な取り組みの実施。住民さんに部屋から出てきてもらう仕組み。

3年目
（第３ステップ）
実施

●ソーシャル団地の整備とオープン

＊実現までのスケジュール

1 年目：空室を活用した「まちの保健室」設置イメージ図

やまわけキッチン新設「まちの保健室」

対話の場・健康チェック

個別相談スペース
（相談ない時）リラックススペース お茶スペース

ちょっとしたドリンク



CASE４
地域の担い⼿を地域の⼩さな拠点から巻き込み

地域に必要な事業を⽣み出す

河内⻑野市南花台

⾼齢化率約30.3％、開発から３５年でも⾼齢化が加速、この５年で後
期⾼齢化が加速している。



丘の拠点『咲っく南花台「⽣活⽀援プロジェクト』＠⼤阪府河内⻑野市

⾼齢化率約31.8％、開発から34年でも団塊の世代がやっとまちに。

将来の不安を⾒える化し、健康寿命延伸をキーワードに

l住宅開発から３４年

l⼈⼝ ７，９００⼈

l世帯数 ３１００世帯

l⾼齢化率 ３６.６％

[平成３０年現在]
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河内⻑野市南花台

開発から３５年でも⾼齢化率約30.3％、住⺠同⼠が⼒を合わせ、地域
課題の解決や、安全・安⼼への取り組み、地域住⺠の絆づくりが進む。
■まち開き 昭和57年
■面積 約98ha

【特徴】
■人口が急激に減少

ピーク時 11,000人
H38推計 6,026人
H43推計 5,106人

■最も多い年齢層が昨年度６５歳を超え、
急激に高齢化が進行

H25.3 25.2%
H27.3 30.3%
H38推計 49.6%
H43推計 54.4%

■特にUR団地の人口減少・少子高齢化
が急激に進行
⇒小学校２校を1校に統合（H24）

■人口 約8,200人
■世帯数 約3,500世帯

■バス路線充実している。

■保育園、幼稚園、小学校、中学校
がそろっている。

■医療施設、商業店舗等が有り、一定の
生活利便施設はそろっている。
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南花台での⾏事と組織の「棚卸し」ダイジェスト

平成29年平成28年平成27年平成2３年

まちづくり協議会
を⾏政が指導 混沌

●会⻑⼀本化
⾃治協議会
まちづくり協議会

●避難活動要⽀援者

への⽀援体制構築

●スマートエイジング事業開始
●住⺠集会
●くらし・地域住⺠調査
●課題ごとにワーキンググループ化

●⽣活⽀援仕組みづくり開始
●仕組みづくり

●⼦ども会解散
４０名

平成2６年

●⼦どもクラブ
体制再構築、再スタート（１３０名）
⼦ども神輿（⼦どもたちの故郷を）

+NEW神輿会
中学⽣神輿製作

⾃
治
会
調
査

●未加⼊団体加盟

南花台⾃治会 約1900世帯
南花台⾃治協議会＋UR 約3100世帯
南花台まちづくり会(30団体）
＋マンション 約350世帯

●⼩学校連携
学校など公⺠連携を通じたコミュニティスクール

⾃治会・まちづくり会の動き

⼦ども会活動

ワーキング活動



「南花台スマートエイジング・シティ」団地再⽣モデル事業概要

様々な活動が同時多発的に
起こることを許容できる。
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組織・⾏事の棚卸しを通じた南花台の実際

①南花台自治協議会とまちづくり会の会長一本化
・各種団体のリーダーの集合体のまちづくり会

②子ども会からこどもクラブへ
・子どもを支える仕組みを当事者だけから自治会
が全面バックアップへ

③子ども神輿を通じたふるさと南花台へ
・神輿会の設置

④棚卸し後の組織の組織・部会の継続
・まちづくり会への加入する団体を網羅する

⑤現在の南花台の課題

【計画】 進め方を検討する

2016年９月２４日（土）１３時～１５時 ＠コノミヤテラス

【計画】 買物応援の課題と体制を議論

2016年１０月２０日（月）１３時～１５時 ＠コノミヤテラス

【広報】 役割分担とマニュアルについて議論

2016年１１月４日（土）１０時～１２時 ＠コノミヤテラス

【体制構築】 スタッフ向け説明会 ＋ SAI LAB会議

2016年１１月２８日（土）１３時３０分～１５時半 ＠コノミヤテラス

１２⽉２⽇〜１５⽇
買物応援社会実験開始

買物応援からはじめる
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⽉に⼀度の定例会議での改善検討

【検証】 社会実験を振り返る
2016年12月15日（月）

【検討】 改善を検討
2017年 2月27日（月）

【検討】 改善を検討
2017年 3月25日（月）

【検討】 改善とPRを検討
2017年 5月15日（月）

【検討】 改善とPRを検討
2017年 7月24日（月）

【検討】 改善とPRを検討
2017年 8月24日（月）

【検討】 改善とPRを検討
2017年 9月21日（月）

【検討】 改善とPRを検討
2017年10月23日（月）

【検討】 改善とPRを検討／１周年に向けて
2017年 11月13日（月）

【視察】 寝屋川あいの会事前視察
2017年 12月12日（水）

【検討】 1周年に向けて
2017年 12月18日（月）

【合意】 １周年円卓会議
2018年 1月21日（土）

【検討】 今後の方針をふりかえる
2018年 1月29日（月）

【検討】 生活支援内容の再検討
2018年 2月19日（月）

【検討】 生活支援内容の再検討
2018年 3月12日（月）

【検討】 生活支援内容を検討
2018年 4月16日（月）

【検討】 生活支援内容要綱作成・実施
2018年 5月 7日（月）

１７回の会議を経て
約５０名の利⽤者さんの声に基づき
⽣活⽀援プロジェクトに変化しまし
た
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R２年度 R３年度 R４年度

生活応援 ４５件 １０７件 ２２０件

昨年度実績比較 ９月末までの累計



99

拠点運営 ⽣活応援の進化 移動⽀援への参画

て2015年10月に開設された「コノミヤテ
ラス」。スーパー側が空き店舗を無償で
貸与してくれたスペースで、南花台のま
ちづくりの課題を抽出し、解決策を探る
拠点。「咲っく（Smart Aging City）南花台
プロジェクト」の中心となる場所 です。

「健康寿命の延伸」と「元気な住民の活
躍の場づくり」を柱に、総合的なまちづく
りを図り、「健康仲間づくり」「生きがい
づくり」「みんなの拠点づくり」「まちの情
報発信」「子育て・子育ち環境づくり」「ス
トック活用」の6つのプロジェクトを同時
に進められ、住民主体に進んでいる。

大阪府と河内長野市が協定を結び、
2014（平成26）年に始まった「南花台ス
マートエイジング・シティ団地再生モデ
ル事業」から生まれた取り組みです。

「咲っく南花台生活応援プロジェクト」は、
2017（平成29）年に買い物応援からス
タートし、2018（平成30）年6月から庭の
草引き、留守中の庭の水まき、窓ガラ
スの調整など、日常生活支援全般の
サービス提供を開始しています。

生活支援のニーズも聞き取る工夫を取
り入れています。地域住民にアンケート
を行った結果、7割近い人が地域に対し
て何かしたい、と思っている担い手を発
掘している

地域住民が主体となり、AI運行バスシ
ステムを活用した効率的なデマンド運
行と、低速電動ゴルフカート7人乗り
（19km/ｈ以下）を活用した安全性の高
い移動支援を実現。（令和元年12月運
行開始）

地域住民のラストワンマイルの移動
支援による生活利便性向上と、地域住
民が主体となった運行チームへの参画
による新たな生きがい創出、カート内で
の新たなコミュニティも生まれ、南花台
のまちづくり全体にも大きな影響を与え
ています。

南花台モビリティ クルクル生活応援 お互いさんコノミヤテラス
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地域運営組織形成ステップ

理想・現実
共有

STEP２ STEP3STEP1
現状把握
組織づくり準備

実験試⾏
地域課題解決と理想づくりのための

組織・計画づくり

地域における危機感や理想
の共有のステップから、ア
ンケート項目の仮説をたて
た。

地域が今、どんな課題を抱
えているのか現状把握し、
どんな組織が理想か準備す
るため、居場所を核にアン
ケート調査へ伴走

出てきた課題について「誰
が」「何を」「いつまで
に」「どのように」やるか
整理し２０１８年度団地デ
ベロッパーと住民共同

◆地域での状況や取組み
□地域飲食店ヒアリング
□オトナカイギ
□30-40代未来会議

◆地域での状況や取組み
□住民アンケート（１月）
□住民集会等で地域の課題や魅力、
資源を把握し住民同士が共有する
場を実施（３月）

□プレーヤーができることを社会実
験実施予定（３月）

◆地域での状況や取組み
□組織の

団地内のコミュニティ衰退に対し、地域・住民は今、何ができていて・何ができていないかを
確認するプロセスを実施。これから何に取り組まなければならないか共有するため、対話・プ
レーヤー分析→アンケート調査→共有→試行のプロセスを構築した。
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変化するためのおすすめプラン
【1年め】
準備

【2・3 年め】
導入

【4・5 年め】
展開および拡充

知
"
#
学
%

地域分析の実施→研修・勉強会（今回）
※課題によって行政を招いた勉強会

・市区町村内外の事例検討
・前後20 年の経緯・見通しの取りまとめ
・全住民アンケート

（継続し、経過を追いかける）
・全住民アンケートの分析会

同様の地域特徴を抱える
他市と推進する連合体を作
る

備
'
"

地域：できる改善から進める
自治拠点の検討

校区分析実施＋アイデア共有研修
（行事・会議・部会制など組織の棚
卸し）
行政：中長期基本方針策定
→小規模多機能自治推進に向けて

行政事務委託・移管の検討

ふりかえり・改善会議

育
)
"

アンケートによる担い手調査
→アンケートにて困りごと＋その解決能
力を持つ住民を発掘する

「○○円卓会議」開催（年3回程度継続）
→防災、福祉等テーマ・部会単位（若者
のチャレンジ支援施策と連動）

相互視察
→自慢大会で好事例発掘

合同研修
→人口・特性の似た校区で

勉強会や研修会を開催
「自慢大会」開催（年2回）

→市区町村内 全地域発表

業務や地域に必要な機能
別の研修
例）他地域と合同法人格研修
「自慢大会」開催（年2回）

→市区町村内 全地域発
表

①課題把握
②事業計画の整理
③資源の整理

③組織体制検討④事業と対象者整理⑤⼯夫を共有する
学び合いの会議の
場を儲ける

深める順番（逆から積み上げる）

協働のプロセスを⼤事した参加の階段

情報提供

相談

協議

関与

協働

権限付与

▶関係者にビ
ジョン・情報提
供

▶関係者の意見
や発想の収集

▶現状の課題解
決策づくり

▶支援プランの
決定・役割分担

▶地域づくりの
プロセスをチー
ムに任せる

コアメンバー

選定

コアメンバーに
よる検討会

住民ワーク
ショップによる新
しい発想・人材

中長期の目標と
単一目的プラン

作成

プランの決定、
実働の合意形

成



これだけは外せない︕

□１ 社会増減率、転入5年未満率

□２ 人口密度、6・18歳未満世帯率

□３ 高齢化率（+後期高齢者）世帯数・率

□４ 後期高齢者独居世帯数・率

□５ 耕作放棄面積、空家数・率

（まちのすべて過去２０年推移をもとに今後１０年を予測することが重要

そのために必要な進化の仕組み②

２，⾏事や事業への評価を測る

困りごと・不安／⼿伝えることを確認
変化に備える仕組みや取り組みを⽣み出すために

・住⺠の理解を得ながら進⾏する必要がある＝全住⺠アンケート

・地域の需要の推移や住⺠の現状にもとづいて意⾒交換

例）⼦ども含めた住⺠の全世代アンケート

＋α 各⼾や個⼈の困りごとを通じ、地域の理想像を測る

⇒⼩さな声こそ、⼩さな地域の取り組みで⽀え合える

Act２ 担当地域は、困りごとランキング何が⾼いと思いますか︖(次⾴)
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年齢層毎の住⺠の希望やニーズ（困りごと）の上位項⽬分析

重要度の上位 対応状況 困りごと上位 対応状況

８０歳代以上

６０から７９歳

４０歳から５９歳

２０歳から３９歳

２０歳未満

そのために必要な進化の仕組み③

３，⾏事と会議を棚卸す
地域は忙しい問題と向き合う。

地域の役員さんとの会話で⽿にする「何が⼀番⼤変︖」への回答

⇒⾏事が⼤変

例）⾏事⼀つでも、準備の会議→準備→運営→撤収・・・繰り返し

⇒⾏事の数＝会議の数

例）毎⽉３時間以上会議を⾏うとすると・・・１年で４０時間

→１⽇８時間の勤務だと５⽇間（平⽇の１週間）

→会議の数が増えると。。。５個だと年間、１ヶ⽉分

Act３ 担当地域の会議や組織を棚卸してみましょう︕



⼈⼝減・８５歳以上増の社会に備えるため 時間の使い⽅を変化する︕l⾏事の棚卸し
ー⾏事より事業という考え⽅

ー福祉と地域内循環をいかに作るか

l会議や機会の棚卸し
ー年間スケジュールの⾒える化

ー会議の持ち⽅を考えなおす

l組織の棚卸し
ー会の数＝役職数＝会議の数＝会・団体・地域⾃主組織の数

５年先、１０年先の役員・住⺠のための進化のきっかけをつくる

今年度の⾏事・事業の⼀覧カレンダーを作ろう

組織名 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 役員年数/女性/出席率

自治会 花見 盆踊り 収穫祭
運動会

清掃 草刈り→→ 一斉除雪

3年 / 20% / 70%

サロンの会 例会→ → → → → → → → → → →
健康相談 → → → →

4年 /100%/100%

安全推進協会 通学見守り立哨→ → → → → → →
交通安全月間 →→

3年 / 5% / 75%

自治組織
○○部会
自治組織
□□部会
自治組織
△▽部会

｜Point！｜
役員さんは何年継続している？
ー１年交代でも、１０年でも継続しない

特に、会議や組織の数＝イベントの数
ー自分たちの間でやめると、末代までの恥
ー５年経てば、５歳年を重ね、時間の優先順位が変わる



地域の声に気づく
（住民ヒアリング）

▼
声を集める混ぜる
（アンケート）

▼
声を地域の問いにする

（分析）

関係者を見える化する
（行事・会議の棚卸し）

▼

行動する当事者や
代弁者を見出す

（アンケートを元に対話）

▼
事業の仕組みを考える

地域内の活動を合体したり、
変わりの方法を考える

▼
複数の活動を
仕組み化する

▼
仕組みを成長させるため

組織として部会を設立する
（組織の棚卸し）

支援者に求められる役割

ファシリテーター

住⺠・サポーター

プロデューサー

住⺠・コディネーター

コーディネーター

プロデューサー

コーディネーター

プロデューサー

プロデューサー・サポーター

地域の声の⾒える化
の

サポート

課題の共有化
の

サポート

地域内
コラボレーション
を促すサポート

ワークショップ
校区特性をつかみ

次の⼀⼿を⾒つけよう︕

少⼦化率×⾼齢化率から捉える
私たちの地域特性
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未来を予測するグラフを作ろう

＜目的＞
１ 字別散布図作成を通じまちを俯瞰します
２ まちの地域特性を統計から理解します
３ 高齢化率だけでなく、後期高齢者割合
など、多角的に考えます

＜進め方＞
１ グラフをグループで協力して作成します
２ その後、地域住民の困り事を考えます

114

作成1

35%
少子化率×高齢化率
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作成２ グラフのメモリを設定します

35%

罫線は
任せます

116

作成４ 次に、シールに町名を書いていきます

35%



作成５ ２⼈で協⼒して、貼り合わせます

117

オススメの方法
数字読み上げ役とシール貼る役を
分けること

10.5%

33.1%

作成６ 最後に１９９５年〜２０２０年の予想を書き込みます

118

10.5%

33.1%

95

00

R3



尾崎町1丁目

尾崎町

2丁目

尾崎町3丁目

尾崎町4丁目

尾崎町5丁目

尾崎町6丁目

尾崎町7丁目

尾崎町8丁目

尾崎地区合計新町

鳥取東

鳥取西

鳥取南 鳥取北

舞1丁目

舞2丁目

舞3丁目
舞4丁目

舞5丁目

泉州土地

鳥取三井

光陽台1丁目

光陽台2丁目
光陽台3丁目

光陽台4丁目

西島地区合計貝掛

シーサイド貝掛

桃の木台1丁目

桃の木台3丁目

桃の木台4丁目

桃の木台5丁目

桃の木台6丁目

桃の木台7丁目

桃の木台8丁目

箱作東

箱… 万葉台

住金住宅

いずみが丘

東和苑

鴻の台

プロヴァンスの丘

田山

南山中

箱の浦

下荘地区合計

尾崎

下出
黒田

鳥取中

府営石田団地

石田

自然田1

自然田2

自然田3

自然田4

さつき台1丁目さつき台
2丁目

さつき台3丁目

桑畑

桜ヶ丘

和泉鳥取

緑ヶ丘1丁目

緑ヶ丘2丁目

緑ヶ丘3丁目
山中渓

東鳥取地区合計

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

阪南市における町・字別人口・世帯数 統計表 令和３年３月末日現在!
"
歳
未
満
&
人
口
比
率(

少
子
化
率
.

６５歳以上の人口比率

Ｈ７

Ｈ１２
Ｈ１７

Ｈ２７
Ｒ３

平均値 33.1
標準偏差 13.3%

平均値 10.5%
標準偏差 5.4%

困り事を
想像してみる


